
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 頻繁に報道されてみんなが知っていて理解しやすく、すべての生徒が関心を持って取り組める題材なので、共感をもって記事に接することが出来た。これは重要な体験だったと考える。しかし、報道の量が膨大なため、（毎日記事に接していても）授業の中で自分が気に入った記事をもう一度選び直すのは時間がかかる。（HAPPY　NEWSに応募することを早いうちに知らせ）毎日の記事から切り抜きをさせておけばよかった。今回は単元の学習が始まるときに告知した。
	TextField2: （生徒の文章から）「自分ができることは小さなことかもしれないけれど、・・・出来ることから行おうと思いました」「この記事を見て僕の中からうれしい気持ちがあふれてきた。・・・ぼくも何らかの形で活動を手伝い、広めたい」
	TextField2: 　本来は憲法を学習する前に社会と自分との関わりを確認する単元であるが、本年度は憲法の学習をふまえて、東日本大震災を通した社会と個人のつながりを学習する内容とした。また、両性の本質的平等や男女共同参画社会については憲法の学習（平等権）で扱うなど、この単元は「東日本大震災と家族、地域社会」に焦点をしぼって学習できるように学習内容を組み替えた。選択社会科配当の３時間を次のように扱った。　（１時間目）東日本大震災に関する記事のうち、地域や家族と個人のつながりに関わるものをさがし、社会の最小単位としての家族について考えさせる。　（２時間目）被災地の人たちをとりまく人々の記事から、自分の心に残った記事について感想を書く。　　　　　　　　（HAPPY　NEWS　２０１１に応募する）    （３時間目）各自が選んだ記事について交流し、家族と個人、社会と個人の結びつきへの理解を深める。　なお、授業時間だけでは消化しきれない内容なので、休み時間の活動や、家庭でやってくる課題もだしたが、生徒の負担が大きくならないよう、段取りは教師側でかなりの程度まで整える必要がある。
	TextField2: 単元名　個人と社会生活（３時間）　
	TextField2: 被災地から学ぶことができたか。社会の一員としての自覚を高めることができたか。
	TextField2: 東日本大震災の被災地の方々の暮らしぶりを伝える報道をとおして、（援助するだけでなく）わたしたちが教えられたり励まされたりすることがあると気づき、社会のなかの一員として助け合うことの大切さを知る。
	TextField2: 人間の尊重と日本国憲法　　個人と社会生活
	TextField2: 社会科（公民・選択社会科）　５名
	TextField2: ３
	TextField2: 安孫子　和典
	TextField2: 札幌市立定山渓中学校
	TextField1: 被災地から学ぶ



